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～多彩な秋のまつりは大阪ブランド～ 

「水都大阪・秋のまつり」フェスティバルガイドブック発行！ 

 

大阪の秋のまつり実行委員会（事務局：財団法人大阪 21 世紀協会）ではこのたび、大阪府内への誘

客、大阪のブランディング、およびイベント間のコラボレーションを目的として、秋季大阪の主要な

屋外型イベントを紹介するフェスティバルガイドブックを発行します。 

 

１． 発行趣旨 

イベントはまちの『無形資産』です。様々なイベントがまちの各所で開催されている状況は、まち

の活性化やブランディングに大きな役割を果たしています。一方で『消えもの』であるイベントを、

まちの活性化やブランディングにつなげていくためには、消えない形で編集、発信していくことが必

要です。 

この秋、大阪では様々な団体が主催するフェスティバルが開催されます。今回のフェスティバルガ

イドブックでは、「大阪・水辺の遊び」というコンセプトのもと、それぞれのフェスティバルについ

て、なぜ開催するのか（Why?）、どんなイベントになるのか（How?）を盛り込んで編集しています。 

２． サイズ・色・ページ数・発行部数 

A4 変形版・フルカラー･16 ページ・40,000 部 

３． 編集の特徴 

・ 「大阪・水辺の遊び」というコンセプトのもと、「むかし」「いま」の水辺の遊びを紹介しつつ、 

今秋に開催される 14 のフェスティバルを紹介している。 

・ フェスティバルにゆかりある著名人・プロデューサーが、開催への思いを語っている。 

４． 配布場所 

大阪キャッスルホテル 1階・4階エレベータホール、開催イベントの各会場にて無料配布 

[平成 19 年 9 月 3日（月）より] 

５． 発 行 大阪の秋のまつり実行委員会 

＜構成団体＞大阪府・大阪市・関西経済連合会・大阪商工会議所・財団法人大阪観光コンベンショ

ン協会・財団法人大阪 21 世紀協会・水都大阪 2009 実行委員会 他 

＜事 務 局＞〒540-0032 大阪市中央区天満橋京町 1-1 大阪キャッスルホテル 4Ｆ 

財団法人大阪 21 世紀協会 コラボレーションセンター内 

＜企画・編集・デザイン＞ ヤマモトヒロユキ（picto.inc） 
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株式会社ピクト代表 日本グラフィックデザイナー協会会員 
1993 年 株式会社ピクト設立 
 
アーティストのビデオや CD ジャケット、イベントポスターなど様々な

作品を手がけ、海外の賞も多数受賞。水に入ったアートブック「Water 
Planet」を制作して海外で販売したりボーダレスにデザインと向き合う。2006 年「御堂筋アートグラ

ンプリ」の総合プロデュースを手がける。 
 
 
【主な活動】 
・ 1998 「朝比奈 隆／90 歳記念コンサート」CD ジャケット 
・ 1999 「宮沢和史 AFROSICK LIVE」VIDEO ジャケット 
・ 2000 「東アジア競技大会 2001OSAKA」ポスター 
・ 2000 「WATER PLANET」水に入ったアートブック 
・ 2001 「KIDS’ DREAM 2008」出展／サントリーミュージアム 
・ 2001 「アジアのグラフィックデザイン展」出展／OCAT ホール 
・ 2005 「松嶋尚美写真集 Color」アートディレクション 
・ 2006 「御堂筋アートグランプリ」総合プロデュース 
・ 2007 「水都大阪 2009」シンボルマーク・ロゴマークデザイン 

 
【主な受賞】 
・ 1999 「ニューヨークフェスティバル」インターナショナルプリントメディアコンペ銀賞 
・ 2001 「ニューヨーク ADC」Merit 受賞 
・ 2001 「ニューヨークフェスティバル」インターナショナルプリントメディアコンペ銀賞・銅賞 
・ 2002 「ニューヨーク ADC」Distinctive  Merit 受賞 他
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■「水都大阪・秋のまつり」フェスティバル一覧 
 

０１ 大阪クラシック 9/2(日)－9/8(土) 

クラシック音楽あふれる一週間です。大阪のメインストリート御堂筋沿いのホール・施設及びビルのロビーなどを舞台

に、大阪フィルハーモニー交響楽団の楽団員をはじめ、大阪を代表する音楽家がクラシック音楽の喜びをおとどけしま

す。 

 

０２ 御堂筋学生音楽祭 9/14(金)－9/16(日) 

「街を楽しくする」をテーマに、8 大学の学生が集まって立ち上げる３日間の都市再生イベント。中之島、大阪城、御

堂筋、そして街にあるカフェを会場に音楽祭を開催し、街を歩く楽しみを作り出していきます。 

 

０３ 中之島 Music Carnival’07 9/15(土)－9/17(祝) 

今年は神戸・大阪で開催される世界華商大会とタッグを組み、「グローバルチャイナ」を合い言葉に、大阪中華文化祭

を開催。お祭りの醍醐味、屋台は本場・中華から関西の名店までのフルラインナップ！超豪華ライブとともにお楽しみ

下さい！ 

 

０４ 大阪水都ロマン 2007 9/15(土)－9/17(祝) 

古き良き大阪の文化や歴史が根付く街として親しまれ国の重要文化財にも指定されている「綿業会館」など、近代建築

がたくさん残る三休橋筋を中心に中之島界隈の近代建築や文化などレトロな魅力をご紹介するイベントです。 

 

０５ 2007 中之島物語 その未力と魅力 10/1(月) －10/14(日) 

中之島の魅力を再発見していただくことを目的に、船での企業見学ツアー、中之島線の工事現場見学、美術館での落語

会やコンサート、スタンプラリー、桟橋でのご来光カフェ、写真展など、多彩なイベントを展開。 

 

０６ 第４回大阪ミナミ芸術祭 10/1(月) －11/30(金) 

ミナミビール・ミナミワイン・ミナミ吟醸発売。シンポジウム、大阪ミナミ映画祭、ジャズシティ大阪、津軽三味線と

ワインを楽しむ会、こども夢創造プロジェクト、織物展、大阪モードコレクション、堀江音楽祭などのイベントを開催。 

 

０７ 水都おおさか・森林（もり）の市 10/6(土) －10/7(日)

大阪市北区天満橋の近畿中国森林管理局庁舎及びＯＡＰ周辺地域で開催。「丸太切り」「つるかご作り」「チェーンソー

アート」「木材我樂多木市」「苗木無料配布」などの各種イベントを通じて森林の恵みを体感できます。  

 

０８ 中之島国際音楽祭 10/6(土) －10/8(祝) 

中之島の大阪市中央公会堂と大阪市役所玄関ホールで、10/6（土）～8（祝）の３日間開催いたします。フランスの巨

匠や中国の超神童が来演し、ハイレベルの音楽を手軽な料金で楽しめます。 

 

０９ 御堂筋 AUTUMNN GALLERY 2007 10/11(木) －11/15(木) 

御堂筋の魅力や楽しさを多くのかたに知ってもらうため、本町・淀屋橋エリアの御堂筋沿道企業等で構成するまちづく

り団体「御堂筋まちづくりネットワーク」が御堂筋沿道各所にて開催するイベントです。 



参考資料 

- 4 - 

１０ FM COCOLO アジアフェスティバル 2007 10/12(金) －10/14(日)  

FM COCOLO76.5MHz がプロデュース。“アジア旅行の気分”が味わえるイベントとして今年で 4 回目。会場ではステージ

でのパフォーマンスに加え“アジアの街角屋台”も登場し、関西にいながらアジアに出会えます。 

 

１１ 御堂筋パレード 10/14(日)  

御堂筋の歴史を時代絵巻風に再現した御堂筋完成 70 周年記念パレード、国際パレード、公募による市民パレードの３

部構成、「おまつり広場」は公募選抜チームの多彩な演技やアート展示、カフェエリア等で楽しんでいただきます。 

 

１２ MINAMI WHEEL 10/26(金) －10/28(日) 

今年で 9 回目を迎えるライヴ・フェスティバル。新人・中堅アーティストを中心に 10 月 26 日から 28 日までの 3 日間

でトータル 300 組以上のアーティストがミナミ一帯のライブハウス 18 会場に出演。お客は共通パスを持って観たいラ

イブを自由にハシゴして楽しむことができます。  

 

１３ 堀江音楽祭 2007 11/17(土) －11/25(日) 

今年で 4回目を迎える『堀江音楽祭』。「堀江発の心地よい音楽」をテーマに、｢アコースティック｣｢CAFÉ MUSIC｣を中心

に展開。今年からは ART AREA と称し「アーティストと店鋪の共同体」をコンセプトにしたアートイベントも始まりま

す。 

 

１４ OSAKA ASIAN BEAT 大阪アジア音楽祭 11/24(土) 

アジアの若者が共に手をとり、新しい時代を築いていこうというメッセージを、音楽を通じて発信。日本・アジア各国

で活躍するアーティストと新人アーティストが個性豊かなステージを展開。 

 


